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⼋⽊：皆さん、こんにちは。社⻑の⼋⽊でございます。それでは、本年 4 ⽉からスタートした 3 カ
年の中期経営計画 Vista2027 StageⅡについて説明します。 

 

まず、StageⅠの総括です。StageⅠの業績ですが、最終年度である 2024 年度の実績は売上⾼
2,514 億円、前年⽐プラス 11%、営業利益 568 億円、前年⽐プラス 18%となりました。営業利
益、経常利益、純利益、全てで過去最⾼益を更新しました。 

また、経営指標の⽬標として掲げていた売上⾼営業利益率、ROE、配当性向、総還元性向は全てで
⽬標を達成しました。 
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次のスライドでは、当社が重視している営業利益について説明します。 

営業利益の推移を左のグラフで⽰していますが、コロナによる半導体特需の反動があった 2023 年
度を除き毎年最⾼益を更新し続けています。 

右のグラフに、2016 年度と 2024 年度の営業利益構成を載せていますが、2016 年度からの 9 年間
で機能性材料は営業利益を 2.3 倍、農業化学品は 1.9 倍に増加させており、機能性材料と農業化学
品が業績をけん引しました。 
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続きまして StageⅠでの成果についてです。 

StageⅠの 3 年間において、数多くの施策を実⾏してきました。その⼀つが成⻑のための積極的な
投資です。インドにおいては農薬原体⼯場を新設、韓国においても半導体材料⼯場を新設してお
り、今後も成⻑が期待できる分野における製品の供給体制を強化しました。StageⅠにおいて計画
したさまざまな施策は着実に実⾏しており、多くの成果を得ることができたと考えています。 
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次に Vista2027 StageⅡについてです。 

まず、損益および経営指標についてです。為替の前提は、1 ドル 140 円で設定していますが、
StageⅡ最終年度となる 2027 年度において売上⾼ 2,930 億円、営業利益 650 億円を計画します。
2024 年度実績との⽐較では売上⾼プラス 416 億円、営業利益プラス 82 億円となります。ROE は
18.5%、その他の計画数値、指標は記載のとおりであります。 

経営指標の⽬標は StageⅠから変更しておらず、売上⾼営業利益率 20%以上、ROE18%以上となり
ます。株主還元については次のスライドで説明します。 
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株主還元について StageⅠ同様、配当性向 55%以上、総還元性向 75%以上と引き続き⾼い⽔準を
維持します。⻘の折れ線で 1 株当たり配当額を⽰していますが、過去から継続的に伸ばしてきてお
り、今後も EPS 成⻑に合わせて増額していきます。配当は安定的･継続的を原則とし、⾃⼰株式取
得についても機動的に実施していきます。 
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続いて、StageⅡにおける⽅針と基本戦略を説明します。 

Vista 2027 では StageⅠ、StageⅡ共通でスローガン「価値共創で未来に挑む企業へ」を掲げてい
ますが、StageⅡの⽅針として「持続的な成⻑、安定収益の礎を築く」を新たに設定します。短期
的な成⻑をしっかり確保しつつ、その先を⾒据えた成⻑のための戦略を着実に実⾏していきます。 

戦略は三つ設定しており、現有事業の利益拡⼤、2030 年を⾒据えた新製品の開発、事業基盤の強
化であります。それぞれの戦略について、別スライドで説明します。 
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第 1 の戦略、現有事業の利益拡⼤では、成⻑分野の強化を実施します。当社では機能性材料、農業
化学品を成⻑分野と位置づけており、この⼆つの事業をより強固なものにしていきます。グラフは
⼆つの事業における 2027 年度計画と過去実績を⽰しています。 

StageⅡにおいて、機能性材料では、半導体材料を中⼼に拡販するとともに、次世代材料開発、顧
客からの採⽤獲得に注⼒し、売上利益を伸ばしていきます。農業化学品では、海外市場での販売エ
リア拡⼤により売上を伸ばすとともに、農薬新剤、動物薬、バイオ農薬の開発を加速させ、⾼い利
益⽔準を維持します。 

動物薬については、本年 4 ⽉ 11 ⽇にリリースしたとおり、MAH 社とのフルララネルの⻑期供給
契約を延⻑したことに加え、新規動物薬創薬に向けた共同研究開発を開始しています。 
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次に、成⻑分野を強化するための施策ですが、機能性材料、農業化学品に経営資源を集中投下しま
す。セグメント別の設備投資、研究開発費、研究所⼈員をお⽰ししていますが、いずれにおいても
機能性材料、農業化学品に 70%前後の経営資源を割り当てます。 

なお、研究開発費と研究所⼈員のその他を⾒ていただくと、⼤きな⾦額、⼈員となっていますが、
この⼤部分が企画本部であり、新製品、新事業創出のための研究開発費、研究⼈員となります。 
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こちらのページでは、セグメント別の設備投資額などを StageⅠと⽐較していますので、後ほどご
確認ください。 
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次に、現有事業での次世代材料、新剤の売上⾼についてです。 

この中に企画本部は含まれておりません。これら製品の 2024 年度の売上⾼は約 110 億円でした
が、2027 年度には 239 億円へと 2 倍以上に増やす計画であります。また、2030 年度の売上⾼イ
メージも載せていますが、ディスプレイでは次世代 EL 材料、半導体では三次元実装材料、EUV 材
料、農業化学品ではベルダーや現在開発中の除草剤 NC-656 を伸ばしていきます。 

第 1 の戦略、現有事業の利益拡⼤の説明は以上になります。第 1 の戦略では、成⻑分野の強化に加
え、化学品事業の収益性改善についても取り組んでいきますが、後ほど松岡経営企画部⻑のパート
でご説明いたします。 
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次に第 2 の戦略、2030 年を⾒据えた新製品の開発について説明します。 

現有事業に属さない新製品は企画本部が担当していますが、StageⅡでは新製品開発における
Go/Stop 判断を迅速化し、ターゲットをより明確化することで選択と集中を加速します。 

具体的には、事業探索から事業拡⼤の各段階において社外有識者の意⾒も取り⼊れながら、
Go/Stop の要件を従来にも増して明確化、厳格化することで有望なテーマにより多くのリソース
を当て、開発の加速、成功確率の向上を図ります。 

また、ターゲットを明確化するため、本年 4 ⽉ 1 ⽇付で企画本部の組織を再編し、開発テーマ別に
グループ、チームを新設しました。 

企画本部の新製品売上⾼について、2030 年度のイメージを載せています。今後、M&A を含めた戦
略投資を積極的に実施し、新たな製品、技術の獲得や新製品開発期間の短縮を図り、2030 年以降
の成⻑につなげていきたいと考えています。 

ここから 3 ページは企画本部の主な開発品を載せていますので、後ほどご確認ください。 
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現有事業の次世代材料、新剤と企画本部の新製品を合わせた売上⾼をグラフにお⽰ししています。
StageⅡの期間はもちろんのこと、2030 年、その先を⾒据えて、次の成⻑ドライバーとなる製品の
開発を⾏っていきます。 
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話を全体的な成⻑に戻します。このグラフは、3 年平均の営業利益と EPS の伸びを⽰したもので
あります。 

StageⅡにおける前 3 年平均⽐ CAGR は営業利益、EPS ともに 5%を計画します。さらに 2027 年
度以降を⾒据えた新製品開発を通じ、その先の持続的な成⻑、安定収益を獲得していきます。 
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続いて第 3 の戦略、事業基盤の強化についてです。 

図は当社の事業基盤の概要を⽰したものになります。図の下に配置したガバナンス・コンプライア
ンス・サステナビリティは最重要と考えており、これらを強化するとともに、円のグラフの中にあ
る⼈材育成、研究開発基盤・知的財産、IT・DX、これらの強化、活⽤に取り組みます。 

事業基盤の強化に関しては、幾つかの項⽬で KPI を定めており、右の枠内に⽬標として⽰してい
ます。⽇産化学サステナブルアジェンダ、これは連結売上⾼に占める社会課題解決に貢献する製
品・サービスの割合になりますが、StageⅠの際に設定した 55%以上維持から 60%以上へと⽬標を
⾼めます。その他の⾮財務指標⽬標は StageⅠから変更ありません。 
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最後に、キャピタルアロケーションです。 

2025 年度から 2027 年度の 3 年間における営業 CF 等は約 2,500 億円を計画しています。着実にキ
ャッシュ・フローを創出し、そのキャッシュを株主還元に約 1,000 億円、研究開発・設備投資に合
わせて 1,500 億円を割り当て、企業価値の向上を図っていきます。 

なお、戦略投資(M&A)のための資⾦調達は 2,500 億円の中には含まれておりません。必要に応じて
デットにより調達しますが、外部格付けを維持する⽔準を確保します。 

私からの説明は以上となります。 

当社グループでは StageⅡの計画、⽬標を達成し、その後の持続的な成⻑、企業価値向上を確かな
ものとするため社内外の⼒を結集し、情熱を持って挑み続けます。これからもステークホルダーの
皆さまのご期待に応えるため、総⼒を挙げてまい進してまいります。今後ともご⽀援のほどよろし
くお願い申し上げます。 
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松岡：松岡でございます。それでは中期経営計画 Vista 2027 StageⅡの基本戦略、現有事業の利益
拡⼤におけるセグメント別の⽅針と施策について説明をします。 

 

機能性材料セグメントでは、既存製品の販売シェア維持拡⼤および次世代材料投⼊により、2027
年度の数値⽬標として売上⾼ 1,224 億円、営業利益 342 億円、2024 年度対⽐で 223 億円の増収、
52 億円の増益を計画しています。 

また、経営資源を集中投下し、半導体新規実装材料、EUV 材料、次世代 EL 材料、新規オルガノシ
リカゾルの開発に注⼒します。 
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農業化学品セグメントにつきましては、国内市場では新剤投⼊による販売シェア No.1 の維持、海
外市場では販売エリア拡⼤により、2027 年度の数値⽬標として売上⾼ 975 億円、営業利益 259 億
円を掲げています。 

また、機能性材料同様、経営資源を集中投下し、新規除草剤、殺⾍剤、動物薬に加え、バイオ農
薬・農業資材の開発を推進します。 
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化学品セグメントでは、次のスライドで説明するアンモニア系製品の収益性改善および⾼純度硫酸
の増販により、2027 年度の数値⽬標を売上⾼ 437 億円、営業利益 24 億円としています。アンモ
ニア系プラントの運営は⾼度な⽣産技術が必要とされるため、⽣産技術⼈材の育成の機会であると
ともに、当社グループ全体の製造プロセスの差別化に貢献しておりますので、これからも技術⼒を
磨いてまいります。 
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それでは、アンモニア系製品の収益性改善について説明をします。 

営業利益率につきましては、2024 年度は 0.5%という結果となりましたが、2025 年度から 2030 年
度までの累計で減損による減価償却費減少を含め、40 億円から 50 億円の固定費・変動費削減に取
り組み、2027 年度は 5.5%を計画しています。 

具体的には、テピック製造設備の⽣産能⼒半減、外部製造委託の活⽤による設備投資の適正化、不
採算製品の販売中⽌を実⾏し、2027 年度以降、営業利益率 5%以上の安定収益を確保する体制を確
⽴します。 
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ヘルスケアセグメントではジェネリック原薬の増販、新規疼痛治療薬の開発マイルストーン獲得に
より、2027 年度の数値⽬標を売上⾼ 64 億円、営業利益 24 億円としています。 

新剤・新製品開発につきましては、⾼活性原薬およびペプチドの製造技術と開発⼒を⽣かし、受託
および原薬開発を強化します。また、外部との共同創薬による核酸創薬のステージアップ、⽣体物
質付着防⽌材料 prevelex の安定供給と⽤途拡⼤に取り組みます。 
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最後のスライドになります。これはセグメント別の売上⾼と営業利益を⽰しています。 

2027 年度では売上⾼ 2,930 億円のうち、機能性材料と農業化学品の合計が 75%を占めています。
また、営業利益 650 億円のうち、機能性材料と農業化学品が占める割合は約 90%となっていま
す。 

以上、基本戦略、現有事業の利益拡⼤のセグメント別の⽅針と施策について説明させていただきま
した。 
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⼤⾨：それでは私から 2024 年度通期決算サマリーと 2025 年度業績予想についてご説明いたしま
す。 

 

まず決算説明資料の 4 ページでございます。 

こちらは 2024 年度通期決算サマリーでして、前半のパートで申し上げたところと⼀部かぶります
が、2024 年度については上から⼆つ⽬の箱にございます通期の前年同期⽐において、⻘字にござ
いますように、営業利益、経常利益、純利益で過去最⾼益を更新となりました。 

また、株主還元でございますが、⼀番下の箱にございますように通期の配当は前年⽐ 10 円増配の
174 円といたします。⾃⼰株式取得につきましては既に 115 億円分完了しておりまして、230 万株
の取得となっております。この結果、配当性向は 55.5%、総還元性向は 82.0%でございます。 
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次の 5 ページが具体的な数字でございますが、ここでは 1 点だけ、真ん中あたりに特別損益という
のを 2024 年度実績年間のところで 15 億円と書いてございます。 

この数字は元々業績予想としてお⽰しした数字とほぼ変わりませんが、中⾝としましては後ほど少
し申し上げますけども、幾つかご説明すべきことがございますので、あらかじめ申し上げておきま
す。 
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それから、6 ページは業績予想⽐でございます。 
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7 ページ、これはセグメント別の営業利益の増減分析サマリーでございます。 

まず、2024 年度下期につきまして、前年同期⽐と業績予想⽐をそれぞれ 4 つのセグメントについ
て並べてございます。 

上から、化学品で⾔いますと前年同期⽐で 5 億円の増益でございました。環境化学品や尿素・アド
ブルー等の増収による増益でございます。業績予想⽐としましても 1 億円ではございますが、上ぶ
れました。 

機能性材料につきましては、前年同期⽐で 32 億円の増益でございまして、ディスプレイ・半導
体・無機、それぞれ増収によりまして増益となりました。その中でも半導体が⼀番増益の貢献度と
しては⼤きかったということになります。また、業績予想⽐につきましても 7 億円の上ぶれで、固
定費等の上ぶれはございましたが、ディスプレイ・半導体・無機それぞれ売上⾼の上ぶれによりま
して、利益の上ぶれとなっております。 
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続きまして農業化学品でございますが、前年同期⽐では下期マイナス 4 億円の減益でございます。
売上⾼増収はございましたが、固定費等の増加がございまして、結果的には若⼲の減益。また業績
予想⽐につきましても固定費等で若⼲の上ぶれ(減益要因)により 1 億円の下ぶれ。 

最後にヘルスケアでございますが、前年同期⽐では 4 億円の減益、また業績予想⽐でも 4 億円の下
ぶれということで、ここは特に業績予想⽐で⾔えばファインテックの下ぶれによる利益の下ぶれと
なっております。 

⼀⽅、通期でございますが、下の箱でございますけども、ここは前年同期⽐だけを載せておりまし
て、機能性材料が 65 億円の増益、特に半導体を中⼼に⼤きく貢献をいたしました。 

また、農業化学品も 22 億円の増益ということでございまして、ライメイ、グレーシア、またフル
ララネルの増収も貢献をしております。 

⼀⽅、ヘルスケアにつきましては残念ながら前年同期⽐で 9 億円の減益ということでございまし
て、後ほどご説明しますけどもリバロの減収に加えて、固定費等の増加も減益要因でございます。
なお固定費等には、在庫変動影響も含んでおります。 
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続きまして 9 ページ、2025 年度通期の業績予想サマリーでございます。冒頭に書いてございます
が、⽶国関税の直接的な影響は当社としては限定的と⾒ております。⼀⽅、間接的な影響につきま
しては、合理的な算定がなかなか難しいということから織り込んでいないということでございま
す。 

特にこの⼆つ⽬の箱、通期の前年同期⽐を⾒ていただきますと、売上⾼としてはプラス 4%の 108
億円増収、営業利益はプラス 1%の 8 億円増益、また純利益は 1 億円増益ということでございま
す。ここには右に書いてございますように為替差損益、営業外損益にて、前年同期⽐で 12 億円の
減益を想定しております。ROE の予想は 18.1%でございます。 

株主還元でございますが、先ほどご説明しました中計⽬標に従いまして総還元性向 75%、配当性
向 55%、また⾃⼰株式取得につきましては合計 105 億円の取得を予定いたします。ただし、この
4 ⽉に既に 15 億円を取得済みでございますので、残る 90 億円を今⽉以降、年度内に取得予定とい
うことで発表させていただきました。 
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配当につきましては、2 円増配の 176 円ということで今期は進めてまいりたいと思っております。
配当性向で 55.1%ということになります。 

総還元性向予想につきましては、その結果 79.1%ということでございます。 

 

具体的な数字は 10 ページでございます。2025 年度業績予想は売上⾼ 2,622 億円、営業利益 576
億円、為替差損益は先ほど申し上げましたようにマイナス 14 億円ということで、経常利益 573 億
円、純利益 431 億円、売上⾼営業利益率 22.0%、ROE18.1%、為替レートは最終⾏にございますよ
うに今期はドル円で 145 円を想定しております。 
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続きまして 11 ページでございます。セグメント別の営業利益の増減分析でございます。 

ここでは上期は割愛いたしまして通期を申し上げますと、全体としては 8 億円の増益でございま
す。まず化学品は前年同期⽐では 10 億円の増益でして、⾼純度硫酸や尿酸・アドブルーの増収に
より増益でございます。 

また機能性材料は 19 億円の増益、ディスプレイ・半導体・無機増収による増益ということです
が、特に引き続き半導体の増益の貢献度が⾼いということになります。 

農業化学品は⼀⽅、マイナス 3 億円でございまして、売上⾼は増収ですが固定費等の増加、とりわ
け 2024 年度は⼀過性要因による償却費減少 11 億円がございましたので、2025 年度では逆に固定
費としては増加します。また在庫変動影響も⼀定部分ございまして、減益となります。 

最後にヘルスケアですが、ここは前年同期⽐でマイナス 5 億円ということで、ファインテックの減
収による減益ということでございます。 
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続きまして 12 ページでございます。 

上段が営業外損益でございまして、これは⼀番右に今期の年間予想、上から 3 ⾏⽬ですけども、為
替差損益にてマイナス 14 億円を想定いています。 

また、先ほど少し触れました特別損益ですが、2024 年度実績を⾒ていただきますと、ネットでは
特別損益として最終⾏の通り 14.5 億円でしてほぼ業績予想通りではありましたが、中⾝としまし
てはまず特別利益に 53.3 億円の計上がございました。⼀⽅、特別損失としては 38.8 億円という数
字を上げております。 

具体的な中⾝につきましては、⼀番下の※4 に細かく記載しております。この特別利益 53 億円の
うち、33 億円は信託受益権受贈益ですが、中⾝は守秘義務等の関係もございまして詳細は申し上
げられません。 

また、特別損失は先ほど松岡からもコメントがございましたように、化学品事業部におきまして
38.8 億円のうちの 28 億円、これをファインケミカルにて減損計上しております。 
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13 ページ、キャッシュ・フローでございます。 

この表の左から⼆つ⽬の列が 2024 年度実績でございまして、フリー・キャッシュ・フローは中段
にございますように 416 億円でして、前年同期⽐では 266 億円の増加となり⼤きく改善しまし
た。⼀⽅、⼀番右の列が 2025 年度予想でございまして、フリー・キャッシュ・フロー339 億円で
して、前年⽐では若⼲減少しておりますが引き続き⾼い⽔準を保っていると思っております。 

現預⾦の残⾼につきましては最終⾏にございますとおり、300 億円弱の現預⾦を保持する計画でご
ざいます。 
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14 ページ、バランスシートになります。 

左上は資産でございまして、合計としましては 2024 年 3 ⽉末対⽐で 2025 年 3 ⽉末は約 70 億円
強の資産増となっておりますが、うち現預⾦で 50 億円弱ということでございます。 

上から 3 ⾏⽬のたな卸資産でございますが、今回もプラス 19 億円ということで若⼲の増加ではご
ざいますが、保有⽇数ベースで⾒ますと今回減少に転じております。特に⼀般農薬につきまして
は、たな卸資産は 2024 年 3 ⽉末から若⼲ではございますが減少に転じており、これにつきまして
はコントロールを少しずつ強化した結果と思っております。 

右の負債サイド、有利⼦負債等はそれほど⼤きく変更はございません。⾃⼰資本⽐率は 70.5%でご
ざいます。なお、左下に投資有価証券の内訳がございますが、最終⾏の純資産に占める政策保有株
式の割合は、この 3 ⽉末では 7%を切る 6.9%という数字となっております。 
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続きまして 15 ページ、セグメント別に設備投資、減価償却費、研究開発費の過去 4 年分と今期の
予想値をお⽰ししております。 

それぞれ※印に注記を付けておりまして、細かくて恐縮でございますけども、例えば半導体で⾔え
ば機能性材料の 3 ⾏⽬、NCK にて 2024 年度をピークに 2025 年度では減価償却が進んでおり、19
億円の計上となっております。 

この結果、機能性材料につきましてはほぼ横ばいの 66 億円でございまして、半導体としてもほぼ
横ばいとなっております。 

それから研究開発費につきましては、⼀番右の列の合計を⾒ていただきますと、224 億円でして、
2024 年度から⼤きく増加しております。 

このうち⼀部集計⽅法の変更がございまして、※7 の注記に書いてありますが、2025 年度から企
画本部の⼀部経費を研究開発費に含める形に変更しております。その影響が 16 億円強、この 224
億円の中に⼊っております。 
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続きまして具体的な数字として、セグメント別では 17 ページに 2024 年度の前年同期⽐。 
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それから 18 ページに、2024 年度実績の業績予想⽐、2 ⽉発表に対しての⽐較となります。 
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それから最後 19 ページでございますけども、これが 2025 年度の前年同期⽐のセグメント別予想
でございます。 
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それではセグメント別に簡単に触れさせていただきます。20 ページでございます。 

機能性材料セグメントにつきましては、2024 年度売上⾼がついに 1,000 億円の⼤台に乗りまし
て、2025 年度につきましても引き続き⾼い営業利益率を維持する計画でございます。 
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具体的には、まず売上⾼ということで 21 ページございます。サブセグメント別のイメージを載せ
ております。 

右から⼆つ⽬が 2024 年度実績、それから⼀番右が 2025 年度予想ということでございますが、ま
ずディスプレイにつきましては 2022 年度を底として回復しておるということで、引き続きキャッ
シュカウとして安定的な売上⾼を維持ということでございます。 

半導体につきましては 2023 年度に⼀時的な調整局⾯にございましたが、市場の回復に伴いまして
2024 年度は YoY で+32%という⾼い成⻑率を実現しました。EUV 材料は、顧客⽣産増により伸⻑
し、中⻑期での成⻑トレンドは不変と考えております。 

この成⻑ドライバーである半導体材料が、ディスプレイ材料を売上⾼として上回った格好になって
ございます。2025 年度につきましては、半導体中⼼ではありますけども、全てのサブセグメント
にて前年⽐増収を⾒込んでおります。 
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次に 22 ページは、機能性材料セグメントの営業利益増減分析を 2023 年度実績、2024 年度実績、
それから 2025 年度予想ということで 3 期にわたって解析をしております。 

2024 年度につきましては半導体の成⻑投資に伴う固定費増がありましたが、半導体を中⼼に全て
のサブセグメントで数量増が⼤きく寄与しまして⼤幅な増収増益ということになりました。2025
年度につきましては半導体とディスプレイの数量増加によりまして、価格差や固定費等の減益要因
がありますけども、増収増益を計画しております。 
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続きまして 23 ページ、主要製品の売上⾼成⻑率でございます。 

左側が 2024 年度実績でして、年間のところを⾒ていただきますとディスプレイはプラス 5%、そ
れから半導体につきましてはプラス 32%、特に上から 3 ⾏⽬の多層材料はプラス 54%となり⾮常
に強い数字となりました。 

また、無機コロイドも⼤変好調でございましてプラス 18%の増収、結果としてセグメント全体で
18%の増収になりました。 

2025 年度予想でございますが、⼀番右の列にございますようにディスプレイでプラス 3%、半導体
はプラス 9%、無機はプラス 5%となり、セグメント全体ではプラス 6%の増収を想定いたします。 
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続きまして 24 ページ、ここは 2024 年度実績の前年同期⽐でございまして、サブセグメントごと
にコメントを付しておりますので後ほどご確認ください。全てのサブセグメントで増収増益となり
ましたのは、先ほど申し上げたとおりです。 
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続きまして 25 ページ、これは 2025 年度予想の前年同期⽐でございまして、ディスプレイ、半導
体は増収増益でございますが、無機は増収でありますけども若⼲の減益でございます。固定費等の
増加につきましては、全体として 19 億円でございます。 
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26 ページで農業化学品セグメントでございます。 
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27 ページは、2024 年度と 2025 年度の主要製品の売上⾼成⻑率でございます。 

2024 年度は最終⾏にございますように、セグメント合計としてはプラス 5%の増収でございまし
た。それに対しまして 2025 年度はプラス 7%という数字を想定いたします。 

動物薬につきましては記載のとおり、2024 年度はプラス 6%、2025 年度はプラス 12%という想定
になります。 

また、下にグラフがございますグレーシアの売上⾼につきましては、この 2024 年度実績を持ちま
して当初の計画⽬標である 100 億円を達成いたしました。今回、ピーク時売上⽬標を 125 億円へ
上⽅修正しております。 
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28 ページは 2024 年度実績の前年同期⽐でございまして、年間で増収増益でございます。 

それぞれ多少強弱ございますがグレーシア、ライメイ、パーミットが⾮常に好調であったことに加
えまして、フルララネル、ここは以前申し上げましたが、⼀部原薬の出荷については 25 年度への
後ろ倒しがございました。そのため原薬出荷については減収となっておりますが全体としては増
収、プラス 6%という結果でございました。 
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続きまして 29 ページでございますが、2025 年度予想の前年同期⽐でして、若⼲の減益になります
けども、中⾝としましては下にコメントが書いてあるとおりでございます。 

フルララネルは最終⾏にございますように、2024 年度から⼀部原薬の出荷後ろ倒しがございまし
た関係もありまして増収でございます。 
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30 ページ、ここは主要製品⼀覧でございます。 

右の⻩⾊い枠内にございますように新製品群、これはグレーシアから 2027 年度上市予定の NC-
656 までの 6 剤ということですけども、ピーク時売上⾼⽬標としましては少し上⽅修正をしており
まして 360 億円を⾒込んでおります。特に 2024 年度に上市しました NC-653 につきましては幾つ
か今の⾒⽴てとして検討材料を勘案しまして、売上⽬標についてはピーク時 60 億円ということで
アップデートをしております。 
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続きまして 32 ページに⾶びます。 

動物⽤医薬品原薬、フルララネルにつきましては先ほど社⻑の⼋⽊から少しコメントございました
が、上から三つ⽬の箇条書きにございますように、MAH 社とのフルララネルに関します⻑期の供
給契約の延⻑、また新規動物⽤医薬品創出に向けた共同研究開発を開始のリリースを 4 ⽉ 11 ⽇に
しております。 

詳細は⾮開⽰でございますが、私どもとしましては、これも今後の動物⽤医薬品分野におきまし
て、さらなる成⻑を⽬指す礎と考えております。 
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33 ページでございます。 

右の緑⾊の棒グラフでは、2021 年度実績から 2025 年度予想までの売上⾼をお⽰ししておりま
す。フルララネルはロイヤリティ収⼊が⼊っておりますけども、25 年度の為替レートにつきまし
ては 1 ドル 145 円と設定しております。 
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続きまして化学品でございます。36 ページにまいります。 

ここは営業利益の増減分析でございまして、先ほどの機能性材料と同様に 2023 年実績、2024 年
実績、2025 年度予想の 3 年にわたって解析をしております。2024 年度につきましては環境化学品
や⾼純度硫酸を中⼼とした数量増加の⼀⽅、固定費等の増加もあり、⼩幅な増益にとどまっており
ます。 

また 2024 年度にはファインケミカル事業の減損 28 億円を実施しまして、これは先ほど申し上げ
たとおりでございます。 

2025 年度には⾼純度硫酸など多数の製品での数量増加に加え、ファインケミカル事業の減損によ
る固定費減少、これによる今年度分の固定費減少 6 億円を含みまして、セグメント合計では増収増
益を⾒込んでおります。 
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37 ページは 2024 年度の前年同期⽐をお⽰ししております。後ほどご確認ください。 
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38 ページは 2025 年度予想の前年同期⽐でして、ここも後ほどご確認いただければと思います。 
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最後にヘルスケアセグメント、40 ページでございます。 

この 40 ページの⻩⾊い折れ線グラフの営業利益率を⾒ていただきますと、ここ近年、減益基調が
続いているものの、引き続き営業利益率の⽔準⾃体としては相対的に⾼いものを維持していると考
えております。 
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続きまして 42 ページに⾶びます。 

2024 年度実績の前年同期⽐は 9 億円の減益でございます。特にヘルスケアのリバロにつきまし
て、国内での⻑期収載品の選定療養制度が 2024 年度下期から始まった影響も出ております。また
ファインテックの⼀部固定費等の増加もございました。 
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43 ページは 2025 年度予想でございまして、前年と⽐較しますと同じく減収減益ということになり
ますが、先ほどの 2024 年度と同じような理由でございます。 
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最後に 46 ページ、中計につきまして先ほど数字はご説明しましたが、中⾝の差異要因につきまし
て、2024 年度実績対 2027 年度中計の差異についてセグメントごとに売上⾼と営業利益にて解説
をしておりますので後ほどご確認ください。 
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また次の 47 ページは 2022 年 5 ⽉、3 年前に発表いたしました 2024 年度中計と実績との⽐較にな
っております。 
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それから 48 ページ、2027 年度の数字につきまして 3 年前の旧中計と今回発表の新中計の差異を
お⽰ししておりますので、後ほどご確認いただければと思います。 

私からは以上になります。 
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質疑応答 

 

＜質問者 1＞ 

Q：農業化学品について、2027 年度にかけてのトップラインの伸びに関しては 2024 年度に上市し
たベルダーの寄与が⼤きいと思いますが、それ以外の既存剤ではどのように成⻑を⾒ているのか教
えてください。 

A：既存剤の中での伸びが期待できる品⽬としては、グレーシア、タルガ、ラウンドアップ、ライ
メイがございます。ライメイについては特にヨーロッパで旺盛な需要が⾒られることから、来年以
降も引き続き伸びが期待できると考えています。 

Q：2027 年度までの中期経営計画ではあまり影響はないかもしれませんが、フルララネルの特許
切れ後について、何か減収をオフセットできるものがあるのか、教えてください。 

A：特許が切れることは避けられないものの、その中で MAH 社との協議を積み重ねて原薬数量の
拡⼤や、共同研究開発でできるだけ早期の新製品投⼊を進めるべく、取り組んでおります。 

 

＜質問者 2＞ 

Q：農業化学品について、中期経営計画の 3 カ年において、ベルダーや NC-656 といった新剤はど
の程度寄与してくるのでしょうか。 

A：今回の中期経営計画の 2027 年度数値の中に⼊っている新剤の売上は、⽐較的少ないです。ベ
ルダーの登録が当初より 1 年遅れたというような影響もありまして限定的な数字に留めています。 

そのため若⼲トップラインが緩やかな伸びになっておりますけれども、既存剤の底堅い販売を維持
することによって、中計⽬標を達成したいと考えています。 

Q：中期経営計画の経営指標に関して、売上⾼営業利益率が 2０％以上、ROE が 18％以上という
⽬標を⽴てられています。既に⾼い⽔準ではありますが、これをさらにもう⼀段上げていくための
施策について何か考えがあれば教えてください。 

A：売上⾼営業利益率や ROE は既にかなり⾼い⽔準を維持していますが、⼀段上を⽬指すのであ
れば、例えば M&A を含めた戦略投資が考えられます。従来も実施してきましたが、従来以上に、
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オーガニックな成⻑だけではなくて、インオーガニックな成⻑を推し進めるための様々な取り組
み、あるいは検討を前向きに進めていきたいと考えております。 

また、利益率を⾼めるために固定費を削減するという考え⽅もあると思いますが、今回の中期経営
計画の中では、かなり領域を絞った上で⽐較的⼤胆に、特にオーガニックな成⻑のための研究開発
あるいは設備投資へ重点的に資源を配分しております。ここについては削減ではなく、むしろ必要
なものには資⾦を投⼊していくという⽅針で、これをやりきった上で 2030 年度に向けて成⻑を加
速させたいと考えております。 

Q：分かりました。ちなみに、インオーガニックな成⻑に関しては、対象領域としてはやはり機能
性材料と農業化学品になりますか。 

A：機能性材料と農業化学品に加えて、企画本部で検討しているような新しい材料領域も対象にな
ると思います。 

＜質問者 3＞ 

Q：中期経営計画における化学品の収益性改善について教えてください。テピックの⽣産能⼒半減
とありますが、これはいつ頃をめどに実施されるのでしょうか。 

A：テピック製造設備の半減については、既に 2024 年度の下期から実施をしております。 

Q：わかりました。テピックの⽣産能⼒半減に伴い、テピックの原料として使⽤されるシアヌル酸
の製造バランスについてはどのように考えていますか。 

A：テピックの⽣産量が減りますと当然シアヌル酸の⽣産量が減りますが、全体のアンモニア系製
品のバランスは崩れていませんので、特に問題はないという認識です。 

Q：加えて、外部製造委託の活⽤、不採算製品の販売中⽌といった記載もありますが具体的にどう
いった製品を対象とする予定でしょうか。 

A：外部製造委託の活⽤と不採算製品の販売中⽌については、相⼿先もございまして、申し訳ござ
いませんが具体的な製品名の開⽰は控えさせていただきますが、着実に進めて参ります。 

Q：また化学品に関連して、既に収束されたと思いますが 4 ⽉頭に硝酸のプラントトラブルが発⽣
しましたが、こちらの影響は今年度の計画に織り込んでいますか。 

A： 硝酸のプラントトラブルについてご迷惑をおかけしましたが、4 ⽉末に製造再開しました。業
績への影響はまだ試算中で今年度の計画にも織り込まれていませんが、それほど⼤きな⾦額ではな
いと想定をしております。 
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Q：化学品の収益性改善に関して、2025〜2030 年度累計で 40〜50 億円の固定費・変動費の減少
を⾒込まれていますが、この内容をもう少し解説いただけますか。 

A：：40〜50 億円の固定費・変動費減少の中に、減損による減価償却費の減少分が⼊っておりま
す。つまり、減損していなければ⽣じていた減価償却費が減損により発⽣しなくなりますので、こ
れを含めまして 40〜50 億円ということでございます。なお、2025 年度は決算説明会資料に記載
のとおり、この減価償却費の減少が 6 億円あります。 

そのほかでは、テピックの製造設備の⽣産能⼒半減や外部への製造委託などにより、費⽤削減を⾒
込んでいます。 

Q：研究開発の考え⽅について、近年、売上⾼研究開発費⽐率が 7%台で推移することが多かった
ところから、2025 年度は 8.5%にまで上げられる⾒通しになっています。新中期経営計画での研究
開発費の⾦額を⾒ても R&D への投資が増えているように⾒えます。 

先ほど M&A のお話もありましたが、⾃前にこだわらないのであれば⾃社の R&D 投資を抑えて
M&A にお⾦を回すのも⼀つの考え⽅だと思いますが、R&D 投資を増やしている背景を教えてくだ
さい。 

A：R&D 投資の増加に関しては、機能性材料、特に半導体材料関連が相当なウェイトを占めていま
す。研究設備や⼈員も含め、半導体には相当⼒を⼊れて資源投⼊していくということになります。 

オーガニックとインオーガニックの資源配分に関しては、当社としてはまず、オーガニックででき
るところにはきちんと必要な分の資源投⼊をした上で、チャンスがあれば外部からの事業の買収等
による事業強化や、あるいは新しい領域への参⼊を考えていくという⽅針です。 

Q：加えて、中期経営計画資料の中で新製品のリストを載っていますが、特に確度の⾼そうな期待
されている製品について教えてください。 

A：有望な新製品に関して、特に企画本部の製品の中から申し上げたいと思います。 

企画本部は今年の 4 ⽉にグループ編成を変えまして、特に集中する分野というのを決めています。
この中でも特に SA 事業化グループ（SA はスラリー添加剤の略）では、既に⾞載⽤途で採⽤をい
ただいています。⾞載⽤途のため、拡⼤するまでには少し時間がかかりますけれども、期待値が⼤
きいという認識です。 

そのほか、光配線材料や放熱材料に関しましても、現在サーバーや⾼性能半導体チップを⽤いた電
⼦機器で消費電⼒や放熱の課題があり、新しい材料の採⽤機会があるという認識です。従来からこ
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れらの材料には取り組んでいましたけれども、更に注⼒して実需化を早期に達成すべく進めていま
す。 

 

＜質問者 4＞ 

Q：中期経営計画のキャッシュアロケーションについて、M&A の資⾦は基本的にデット調達とい
う話でしたが、もしデットの調達余⼒を超えるような案件があった場合には、短期的に株主還元の
⽅針を維持できないということもあり得るのでしょうか。あるいは、現時点ではそういった案件は
なさそうなのか。 

A：戦略投資に関しては具体的な数字の開⽰はできませんが、⼗分デットの調達範囲内だろうと考
えております。 

Q：中期経営計画の設備投資については半導体材料が中⼼と理解しましたが、NCK の能⼒増強を
⾏ったばかりでしたので、次の能⼒増強の必要性が具体的に⾼まっているのかどうか教えてくださ
い。 

A：半導体材料の設備投資に関しては、今後も 2027 年度までの 3 年間で＋38％の売上成⻑を⾒込
んでおりますので、今後どこかのタイミングで⼀層の能⼒増強が必要になるだろうと考えておりま
す。 

これはまだ正式に意思決定をしたわけではありませんが、将来的なこの中期経営計画の 3 年間の中
での⼀つの可能性ということで織り込んでいます。 

Q： フルララネルに関して、メルクが原薬のコスト増を理由の⼀つに挙げて利益を下⽅修正してい
ると思うのですが、フルララネルは関税の⽂脈の中では何かしら影響がないのか教えてください。 

A：フルララネルの関税影響に関して、ブラベクトはアメリカが⼀番⼤きな市場ではありますが、
当社のフルララネルの販売先はヨーロッパになります。ヨーロッパで加⼯したあとアメリカへ輸送
することになりますが、こちらでの影響については現在も MAH 社にて精査中でして、情報を密に
交換しながら影響額の度合いを⾒極めているところでございます。 

Q：直近、バイエルのラウンドアップの訴訟の話がまた出てきているように思いまして、これまで
ラウンドアップの安全性については繰り返し情報発信をしていただいていますが、改めてその辺り
リスクが⾼まっていないか、コメントいただけますか。 
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A： ラウンドアップに関して、基本的には、訴訟に対するわれわれの⽴場やラウンドアップの安全
性に関しては X や YouTube を通じて積極的に情報発信しております。 

現在、アメリカ、オーストラリアで訴訟の結果等も出てきておりますけれども、引き続き国内の⽣
産者の⽀持をいただいており特に⼤きな影響はないと⾒ております。X で⾮常に批判的な投稿をさ
れる⽅もおりますけれども、そういった⽅々に対しても、全く根拠のない、科学的⽴場に⽴ってな
いような⾒解が出てきたものに対しては、法的な措置を講じていくというような態度で臨んでおり
ます。 

そういったことも含めて、⽣産者の⽅々には⾮常に好意的に受け⽌められていただいているという
理解でございますので、ラウンドアップの販売に関して影響はないというのが当社の⾒⽅です。 

 

以上 


